
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

雇用と職場を守るためのＪＲ東労組緊急提言を 
 

盛岡地本・八戸運輸区分会が職場から実践し 

分会の提言が実現へ！ 
 

 

 八戸運輸区分会は、赤字コロナ禍を乗り越え、組合員の雇用と利益を

守るために職場で議論を重ね、盛岡地本政策フォーラムで、日曜日の

み開催される館
たて

鼻
はな

岸壁
がんぺき

朝市
あさいち

に合わせて、回送列車となっている

列車を“館鼻岸壁朝市号(案)”として運用することを提言しました。 

併せて、館鼻岸壁朝市会場付近でＪＲ東日本のコロ

ナ対策をアピールするチラシと除菌シートを配布す

る運動を積み重ねてきました。 
 

 1 月 22 日、ＪＲ東日本は「春の増発列車のお知らせ」をプレス発表し

ました。盛岡支社の青森県エリアには、〇 八戸線では、館鼻岸壁

朝市へのお買い物に便利な「館鼻岸壁朝市号」を運転します。
とあり、分会提言の実現へつながりました！ 
 

厳しい状況だからこそ「ＪＲ東労組緊急提言」の議論を深め、 

雇用と利益を守ることを前提に、建設的な提起をしていこう！ 
 

 
JR 東労組ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

ＪＲ東労組の提言と

会社施策が一致！ 

八戸市の館鼻岸壁朝市は、毎週

日曜日の早朝にだけ開催され、

全長800メートルにわたって300

以上の店が立ち並ぶ、国内でも

最大級の朝市。 


